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                                                     （１０００字程度） 

通 勤 時 の 交 通 手 段 を 選 択 す る 際 、 免 許 ・ 自 家 用 車 の 有 無 、 自 宅 か ら 勤 務

先 ま で の 距 離 、 バ ス や 鉄 道 と い っ た 公 共 交 通 の 路 線 位 置 や 運 行 本 数 、 運 行

間 隔 な ど と い っ た 個 人 属 性 や サ ー ビ ス レ ベ ル 等 を 考 慮 し て 決 定 す る 。 通 勤

交 通 行 動 モ デ ル 、 な か で も 非 集 計 型 の モ デ ル で は こ う い っ た 指 標 を 用 い た

も の が 多 い 。 し か し 、 交 通 手 段 を 選 択 す る 要 因 は 、 他 者 か ら の 影 響 に よ っ

て 選 択 す る 、 と い っ た ケ ー ス も あ り う る 。 一 方 で 近 年 、 通 勤 時 の 交 通 渋 滞

解 消 や 環 境 へ の 配 慮 を 目 的 と し て 多 く の 事 業 所 で ノ ー マ イ カ ー デ ー の 設 定

や 最 寄 駅 か ら の 送 迎 バ ス の 運 行 、 エ コ 通 勤 の 推 進 な ど と い っ た 自 家 用 車 か

ら の 転 換 政 策 が 国 や 自 治 体 で な さ れ て き て い る 。 し か し 、 公 共 交 通 へ の 転

換 を 進 め て い く た め に は 公 共 交 通 沿 線 以 外 に 居 住 す る 者 が 転 換 す る こ と が

不 可 欠 で あ る と 考 え 、 事 業 所 毎 の 居 住 地 分 布 を 把 握 す る 必 要 が あ る と 思 わ

れ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、 職 住 分 布 構 造 を 表 す 指 標 と し て 新 た に フ ラ ク タ ル の

概 念 を 導 入 し た 通 勤 交 通 行 動 モ デ ル を 構 築 し た 。 ま た 、 従 来 型 の 通 勤 交 通

行 動 モ デ ル や 事 業 所 毎 の 分 担 率 を 用 い た モ デ ル 、 元 来 か ら 分 布 交 通 を 計 測

す る 際 に 用 い ら れ て い る 情 報 エ ン ト ロ ピ ー の 概 念 を 用 い た モ デ ル も 併 せ て

構 築 し 、 こ れ ら と 比 較 す る こ と で 職 住 分 布 構 造 を 考 慮 し た 通 勤 交 通 行 動 モ

デ ル の 有 効 性 を 検 討 し た 。 さ ら に 、 フ ラ ク タ ル 次 元 を 含 む 通 勤 手 段 選 択 モ

デ ル の 推 定 結 果 を 用 い て 、 公 共 交 通 機 関 の 利 用 者 を 増 加 さ せ る よ う な さ ま

ざ ま な 政 策 を 施 し た と き 、 自 動 車 利 用 者 が ど れ だ け 公 共 交 通 へ 利 用 転 換 す

る か に つ い て も 分 析 を 行 っ た 。  

研 究 の 結 果 、 フ ラ ク タ ル 次 元 を 用 い た 通 勤 交 通 行 動 モ デ ル の 有 意 性 が 認

め ら れ 、 職 住 分 布 構 造 を 表 す 指 標 を モ デ ル に 組 込 む こ と は 可 能 で あ る こ と

が わ か っ た 。 ま た 、 職 住 分 布 構 造 を 表 す 指 標 を モ デ ル に 導 入 す る こ と で 、

事 業 所 毎 の 通 勤 交 通 行 動 の 特 徴 や 傾 向 を 知 る こ と が で き た 。 さ ら に 、 公 共

交 通 の 運 行 サ ー ビ ス の 変 更 や 各 自 治 体 で の 公 共 交 通 利 用 転 換 政 策 そ の も の

の 影 響 に よ り 通 勤 手 段 を 変 更 す る 人 の 変 化 だ け で な く 、 政 策 後 、 他 者 が 公

共 交 通 へ 利 用 転 換 す る こ と で 自 分 も 公 共 交 通 へ 利 用 転 換 す る と い っ た よ う

な 他 者 か ら の 影 響 に よ る 通 勤 交 通 行 動 の 変 化 ま で も 知 る こ と が で き た 。  


